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１　新規就農者の早期経営確立

　平成 29 年から５年間で 32 人が就農し、担い

手は順調に確保されており、それに伴い新規就

農者への早期の技術習得や経営管理能力の向上

が求められています。

　普及指導センターでは、市、ＪＡと連携した

サポートチームで定期的に生産者を訪問し、就

農状況の確認や今後の経営改善に向けて生産者

に合わせたアドバイスをしています。

　また、早期の技術習得に向けて、各産地で初

心者を対象に栽培講習会も実施しています。さ

らに、４産地合同の栽培研修会を開催し、技術

習得に加え、大規模農家の経営拡大事例を学ん

だり産地間交流を行いました。経営研修会では、

簿記や労務管理等の経営管理能力の向上を進め

ています。

　今後もレベルに応じた技術や経営管理能力の

習得、産地間交流を目指して活動していきます。

　　 【特集】 ももの供給力強化に取り組んでいます 

玉島北園芸協会桃部会、浅原園芸組合（倉敷市）
吉備路もも出荷組合（倉敷市、総社市）、総社もも生産組合（総社市）

　倉敷地域のももの生産組織は４つあり、県の栽培面積の約３割を占める主要産地で

す。一方、産地では高齢化が進み、生産者数や栽培面積の縮小に伴う出荷量の減少が

続き、供給力の低下が懸念されています。普及指導センターでは平成 29 年から担い

手の確保や大規模経営体の育成などによる供給力強化に取り組み、面積は維持・拡大

傾向となっています。この流れを一層進めていくために、新規就農者の早期経営確立、

園地確保体制の整備、大規模経営体の育成などに取り組んでいます。

サポートチームによる新規就農者訪問

初心者対象の栽培講習会

倉敷地域のもも出荷量の推移（３年間平均） 倉敷地域のもも新規就農者数
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２　園地確保体制の整備

　新規就農者や規模拡大農家が順調に増加

するに伴い、優良な園地確保の必要性が高

まっています。

　玉島北地区では、関係機関（ソフト部門

やハード部門）や部会役員をメンバーとし

たプロジェクトチームを結成し、園地流動

化に関するアンケートや新たな園地を確保

するための候補地情報を収集しています。

さらに、総社市のハイブリッドメガ団地の

事例調査や情報交換を行いました。

　また、吉備路地区でもアンケートで収集

した園地情報から園地マップを作成し、園

地流動化を進めています。

　今後も各産地の意向を踏まえながら、園

地確保に向けて活動していきます。 

３　大規模経営体の育成　

　規模拡大には晩生品種の導入が必要不可

欠であり、安定生産技術の向上や規模拡大

に向けた経営計画の作成支援が求められて

います。

　各産地では産地戦略に合う有望な晩生品

種を試験導入しており、岡山県産のももの

特徴である白くて外観の優れる掛袋の検討

や他県で育成された品種の特性調査を行

い、望ましい掛袋や岡山県の各産地で栽培

した場合の品種特性が把握できました。今

後も晩生品種の品質向上に向けて活動して

いきます。

　大規模経営を目指した経営モデルの作成

にも取り組み、倉敷地域における品種の組

み合わせ、機械・施設の導入時期と使用可

能年数、正品率などを生産者から聞き取り

実態により則したものにしました。

　就農相談会や新規就農者の経営計画作

成、認定農業者の経営計画作成などに活用

しています。

プロジェクトチームによる現地事例調査

園地情報のマッピング

品種に適した掛袋の検討

倉敷地域版経営モデル
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被膜殻の残らない被覆肥料の現地実証

 倉敷地方農業技術者連絡協議会（倉敷地域）

　水稲被覆肥料の被膜殻流出防止対策の一つとして期待

される、硫黄コーティング肥料の現地実証を倉敷市茶屋

町で行っています。

　この肥料は、施用後、微生物により容易に分解され、

土壌中に残存蓄積することがない点で、環境負荷が少な

いとされています。「アケボノ」で慣行の被覆肥料と比

較した結果、収量は同程度で品質はともに１等となりま

した。ただし、草丈や稈長が長く倒伏が早く始まるなど

の課題もありました。今後も、新しい銘柄や年次変動を

確認し、被膜殻流出防止の取り組みを進めていきます。

農事組合法人服部営農組合（倉敷市）

　（農）服部営農組合は、省力 ･ 低コスト化を徹底し、全ての水稲作付を乾田直播栽培

として経営の安定化を実現してきましたが、米価下落に備えた収益確保対策を検討し

ています。今年度は多収品種導入による売上額向上を目的とし、｢たちはるか｣ と ｢ア

ケボノ｣ の収益性を比較したところ、「たちはるか」は種子代、肥料代が増えても、収

益性がやや良好で、乾田直播栽培での導入効果が期待できる結果となりました。今後

は安定生産のための栽培方法をさらに検討することとしています。

草姿の比較

生育状況の比較

被膜殻の残らない被覆肥料

生育・収量・品質調査結果

米価下落への備え～水稲乾田直播栽培の収益向上対策～　

力 を入れています！

たちはるか

アケボノ
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草刈作業の様子 畦畔を上っていくリモコン草刈機

収穫時の果房

農事組合法人上槙谷営農組合（総社市）

　（農）上槙谷営農組合は、高齢化による担い手不足に伴い、夏場の草刈作業の省力化

を図るためリモコン草刈機を導入しました。

　稼働率の向上を目指し、作業委託の可能性を探ろうと、７月 28 日には備北広域農業

普及指導センターが開催したリモコン草刈機実演会に出向き、デモンストレーション

を行いました。作業に先立ち現地の畦畔を下見し、傾斜角度、石などの障害物を確認し、

対応の可否を判断しました。

　当日実際に作業をしたところ、緊急停止時の対応に工夫すべき点が見つかりました。

今後、組合ではリモコン草刈機の稼働率を上げるため、積極的に作業受託を行ってい

く予定です。

秦果樹生産出荷組合（総社市）

　近年、倉敷地域では「シャインマスカット」の導入が急速に進んでいます。しかし、

梅雨に成熟する加温や無加温作型は、日照不足の影響で糖度上昇が緩慢となる場合があ

るため、普及指導センターでは高糖度生産技術の確立に取り組んでいます。

　令和３年度は、糖度上昇に有利なホルモン処理の濃度や時期を検討しましたが、その

差は判然としませんでした。そのため、令和４年度は樹勢や掛け袋など違った視点から

糖度上昇に有利な栽培管理について検討することとしています。

畦畔管理を省力化！～リモコン草刈機導入後の活用～

高糖度な「シャインマスカット」の生産に向けて

力 を入れています！

フルメット濃度 処理時期

処理内容（１回目GA処理）
果粒重（ｇ） 糖度（Brix）

１回目ＧＡ（ジベレリン）処理時のホルモン濃度や時期が
「シャインマスカット」の果実品質に及ぼす影響

（無加温ハウス、８月 19 日調査）

＊ジベレリンの濃度は 25ppm



5

 ＪＡ晴れの国岡山東部出荷組合（倉敷市）

　倉敷市連島地域は中国地方最大のごぼうの産地ですが、市街化地域に位置するため

近年は農地の確保が難しくなっています。

　そこで、組合の青年部が中心となり、年々減少している砂地畑の代わりに水田での

短根ごぼうを令和２年度から実証しています。今年の３月に試験的に市場へ出荷した

ところ当産地の砂地畑の短根ごぼうと同程度の評価が得られました。

　２年目の今年度は低コストでの雑草対策として湛水などの試験を行っています。普

及指導センターでは、来年の技術確立を目標に支援をしていきます。

吉備路夏秋ナス生産出荷組合（総社市、倉敷市）

　管内の夏秋なすは、長雨や猛暑の影響で９月以降の樹勢や果実品質の低下が問題と

なっています。そこで、植物が必要とする養分を吸収しやすい状態で根に運び、根張

りの向上が期待できる土壌改良資材（商品名：ネバリン）を施用し、栽培期間を通じ

て安定的に生産できるか検討しました。

　その結果、栽培中の生育差は見られませんでしたが、収量が慣行区より約 450㎏

/10a 多くなりました。今後も、収量の向上を目指しながら、安定した夏秋なす生産に

取り組みます。

水田ごぼうの安定生産技術の確立に向けて

土壌改良資材による夏秋なすの生産安定を目指して

力 を入れています！

短根ごぼう（令和 3 年 3 月 18 日） 掘取機での深耕（令和 3 年 9 月 1 日）

実証ほ（左：ネバリン区、右：慣行区）月別収穫量の推移
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炭酸ガス施用でいちごの収量が向上しました

船穂産スイートピーのブランド力および供給力強化

 倉敷地方施設いちご研究会（倉敷市、総社市）

　いちごは炭酸ガス（CO₂）をハウス内に施用することで、収量や品質が向上すると

言われています。しかし、倉敷地域では炭酸ガス発生装置の導入率が伸び悩んでおり、

導入率を高めるため現地で炭酸ガス施用の効果を調査しました。

　糖度や酸度に大きな差は認められないものの、特に草高は炭酸ガス施用区で大きく

なり収量も施用区で１割程増加しました。引き続き、炭酸ガス施用の効果について実

地調査を行い、炭酸ガス発生装置の導入を啓発していきます。

ＪＡ晴れの国岡山船穂町花き部会（倉敷市）

　普及指導センターでは、産地ブランド育成事業、スイートピー家庭消費需要拡大事

業を活用して、船穂産スイートピーのブランド力強化を図っています。部会、関係機

関と連携して、実需者調査、部会のインスタグラム開設、輸出に対応した出荷箱の作

成、倉敷駅でのＰＲ展示等需要拡大に向けた取組を行うとともにマーケティング戦略

の策定を支援しました。また、高品質安定生産につなげるため、農林水産総合センター

普及推進課と連携して生産者４戸に環境計測器を導入し、栽培環境の見える化を図っ

ています。

力 を入れています！

部会、関係機関でブランド力強化について協議

炭酸ガス施用区と無施用区における年間収量 炭酸ガス施用後の日数毎の品質および生育調査結果

環境計測器による栽培環境の見える化を推進
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自家産生乳を使ったチーズ工房がオープンしました

びなん酪農組合（倉敷市）

　倉敷市玉島の三宅牧場は、後継者の就農を契機にチーズ工房の設立に向けた準備を進

めていましたが、令和２年度に「国産乳製品等競争力強化支援事業」により製造施設・

機械を整備し、令和３年５月に「倉敷チーズ工房ハルパル」をオープンしました。三宅

牧場は、良質生乳出荷者として表彰されるなど、生乳の品質にこだわった乳牛の飼養管

理を実践されています。牧場自慢の高品質で新鮮な生乳を原料にしたチーズは、販売当

初から大きな反響を呼び、現在は予約のみで予定数量を完売するほどです。今後は、地

元の特産品等とのコラボにより、倉敷ならではの特色あるチーズ作りを目指しています。

就農希望者（倉敷地域）

　普及指導センターでは、各産地や関係機関と連携して、就農希望者が産地の新たな

担い手として定着できるよう活動しており、特に、実際に見てもらいながら産地をＰＲ

する就農オリエンテーション（年２回）による研修生の募集に力を入れています。

　さらに、県内外の就農相談会やオンライン個別相談などで、より多くの就農希望者

に倉敷地域の農業の魅力を発信するとともに、具体的な相談対応も行っています。

コロナに負けず新規就農者の募集を行っています！！

力 を入れています！

オンライン就農相談 就農オリエンテーション

　　　　現在販売中のチーズ
（フロマージュ・ブラン、モッツァレラ、スカモッツァ）

チーズ工房外観
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認定農業者等（倉敷、井笠地域）

　近年、地震・豪雨災害、新型コロナ

ウィルス等による労働力不足が発生し

ており、被災後、いち早く事業を継続す

るために、ＢＣＰ計画書（事業継続計画

書）の作成が重要になっています。そん

な中、管内の花き生産者Ｋ氏は、今年度、

災害時の行動マニュアル等を盛り込ん

だＢＣＰ計画書の見直しに、いち早く取

り組まれました。

　計画書は、国で作成されたＢＣＰ計画

書を参考にしたり、岡山県農業経営相談

所の専門家派遣の助言を得ながら作成

することもできます。まずは、我が家の

自己点検から取組んでみましょう！
ＢＣＰ計画書を説明する様子

 ６次産業化志向経営体（倉敷地域）

　倉敷地域の６次産業化を目指している農業者を対象に「６次産業化研修会」を３回開

催し、ＨＡＣＣＰプラン作成やＨＡＣＣＰプランに則したピクルス、ジャムの瓶詰め加

工の実習等を行いました。６年前から同様の研修会を開催していますが、毎年新たな参

加者がおり、過去の受講生の中にはジェラートや観光農園、ジャム等で夢を実現してい

る農業者もいます。

　６次産業化に意欲を持っている農業者が増えており、今後も６次産業化の実現に向け

て支援をしていきます。

災害後の事業継続対策には BCP 計画書が重要！！

６次産業化の実現に向け頑張っています

力 を入れています！

HACCP 研修会 瓶詰め加工実習

想定外の災害等への的確な対応や

早期の復旧が可能となります。

ＢＣＰの効果
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受賞おめでとうございます

日本農業賞優秀賞
浅原園芸組合（倉敷市）

　ももの超弱せん定栽培「岡山自然流」による高品質安

定生産、生産者自ら行う販売・ＰＲ活動、産地の維持発

展に向けた新規参入者の確保・育成など産地の特徴を活

かした様々な活動に取り組まれています。コンパクトな

産地ですが「小回りが利く」ことを強みとして考え、生

産、販売に一丸となった活動が高く評価されました。

令和２年秋の叙勲　旭日単光章
髙田　勉さん（倉敷市）

　昭和 45年の就農以来、法人化やウインドレス鶏舎の

導入などで卓越した経営手腕を発揮され、県内有数の

大規模採卵鶏農場に発展させるとともに、地域環境に

配慮した養鶏業を実践されています。県内の主要畜産

団体の要職も務められ、広く畜産業界の発展に貢献さ

れています。

農林漁業功労者表彰　農林水産部長表彰
茅原　弘和さん（総社市）

　なす、白ねぎ、黒大豆等の複合経営に取り組み、なす

では県内でも例が少ないハウスの促成栽培と夏秋栽培

を組み合わせた周年出荷体制を確立し、地域の優良事

例となっています。また、担い手育成に積極的に取り

組み、新規栽培希望者を受け入れ、就農へ導くなど産

地強化に尽力されています。

農林漁業功労者表彰　農林水産部長表彰
難波　健治さん（倉敷市）

　早生から晩生まで幅広い品種のももを栽培し、長期

出荷を実現するとともに市場と連携した首都圏への販

売強化に取り組み部会の発展に貢献されました。また、

荒廃園等の再生に向け、プロジェクトチームを立ち上

げ、地域住民の合意形成を図り、新規栽培者等への園

地継承に取り組まれています。
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岡山県うまいくだもの共進会入賞
岡山県知事賞＆新人賞

岡本　和正さん（倉敷市）

農林漁業功労者表彰　農林水産部長表彰
野瀬　弘三さん（総社市）

　収穫時期が異なるぶどうの品種と作型を組み合わせ、

４月下旬から 11月上旬までの長期出荷を実現し、地域

への波及に貢献されました。また、関係機関と連携し

て組合内に「担い手チーム」を組織し、新規就農者の

定着のため、園地集積、技術伝承等の支援体制の整備

に努められています。

【基幹品目】果樹（もも）

　他県から移住し、平成31年に就農し、現在夫婦２人で「清水白桃」

など 8品種のもも1.5ha を栽培されています（育成樹含む）。県育成

品種「白皇」も栽培し、先輩農家と技術交流しつつ安定生産を目指

しています。倉敷市農業後継者クラブの会長を務め、新規就農者と

地域農業者のパイプ役として活躍されています。

【基幹品目】果樹（ぶどう）

　「マスカット・オブ・アレキサンドリア」の５月出荷

や「シャインマスカット」の加温栽培にいち早く取り

組み、部会として選果の徹底や市場との連携、ＰＲ活

動を通じて船穂ブランドの強化を図っています。また

若手農業者への技術指導や交流など地域の担い手育成

に努めていきたいと思います。

【基幹品目】花き（スイートピー）

　地域に先駆けて点滴潅水装置等の省力化技術や環境

制御システムを開発し、地域に普及させるとともにＩ

ＣＴ技術を活用し環境負荷への配慮をしながら持続可

能で安定した生産に取り組んでいます。産地の維持・

発展のために新規就農者の確保育成に協力したいと思

います。

浅野　三門さん （倉敷市船穂町船穂）

木下　良一さん（倉敷市船穂町船穂）

新農業士ですはじめまして！



11

新しく農業を始めます！どうぞよろしくお願いします新しく農業を始めます！どうぞよろしくお願いします

【基幹品目】作物（水稲・麦）

　宅地と農地が混在する地域で水稲と麦の二毛作を

行っています。機械作業の省力化や効率化、栽培管理

の省力・低コスト化を図って、安定生産を実現してい

ます。また大型稲作研究会の活動を通じて後輩農業者

との交流や情報交換を行い、地域の担い手育成に向け

努力しています。

植野　利昭さん（倉敷市茶屋町）

【基幹品目】果樹（もも）

　平成 15 年に新規参入し、早生品種から超極晩生品

種「冬桃がたり」までの長期栽培・長期出荷をするこ

とで、年間の労力を分散させた経営をしています。岡

山県の白桃栽培面積の拡大と安定生産を図るため、若

手農家へのアドバイスや就農希望者の就農相談に対応

し、その方に合った産地や栽培規模などの細かいアド

バイスをしていきたいと思っています。

板敷　隆史さん（総社市地頭片山）

新農業士ですはじめまして！

小野将太さん

〔倉敷市、ぶどう〕

おいしいぶどうを作れ

るよう頑張ります。

畑本玲於さん

〔倉敷市、ぶどう〕

皆に喜んでもらえるぶ

どうをつくれるように

なりたいです。

髙杉聡志さん

倉敷市、

リーフレタス

美味しい野菜作りを目

指します。

佐々木敏宏さん

〔倉敷市、水稲〕

色々な栽培方法にチャ
レンジして農業の奥深
さを楽しみたいと思い
ます。

Ⓒ岡山県
　「ももっち」
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中原憲行さん

〔倉敷市、いちご〕

地域の人に喜んでもら

える美味しいいちごを

作れるよう頑張ります。

榊原佳奈さん

〔倉敷市、もも〕

地域に貢献できるよう
に、美味しくて良い桃
をたくさん作れるよう
に頑張ります。

西木宗久さん

〔倉敷市、もも〕

岡山のももは日本一！

誇りを持って最高のも

もを作ります！

佐藤　度さん

〔倉敷市、露地野菜〕

皆さんに喜んでいただ

ける美味しい野菜を作

ります。

高谷直樹さん

〔総社市、もも〕

一生勉強。おいしい桃、

作ります！

間野岳彦さん

〔総社市、もも〕

皆様への感謝を忘れず、

次にたすきを繋いでい

けるよう頑張ります。

慶祐俊文さん

〔総社市、もも〕

先輩方に負けないよう
な高品質なももを作れ
るよう、日々努力した
いと思います。

藤井久美さん

〔総社市、露地野菜〕

年間通じて安全安心な

野菜を供給できるよう

頑張ります。

宮本和浩さん

〔総社市、露地野菜〕

水田で野菜の規模拡大

を目指しています。

＊令和３年２月～令和４年１月までに

　新規就農者として市、町から報告のあった人を

　掲載しています。

Ⓒ岡山県「ももっち・うらっち」




